
　 【意見募集結果】

 【意見等の内容】
件数

○

【総論関係】
（趣旨：省令第一条関係）
　放課後児童健全育成事業の目的と役
割を追加してください。 ５件

○

○ 　この条例が「保護者が労働又は疾病等
のため、保育を必要とする小学校就学児
童に対し、適切な遊びと生活の場を提供
し、その健全な育成を図るために、本市
における学童保育を受ける権利について
定める」ことを明記してください。

５件

○

(放課後児童健全育成事業者の職員の
知識及び技能の向上等：省令第八条関
係)
　事業者だけでなく市も「職員の資質向
上のための研修の機会を確保しなけれ
ばならない」としてください。

４件

【その他】

　本条例は、放課後児童健全育成事業を実施する上で、事業者
が守るべき最低限の設備及び運営に係る基準を定めるものであ
り、事業の目的・役割、責務、権利などについて規定することは、
条例の趣旨にそぐわないものと考えております。

パブリックコメント意見募集の結果公表

市民の意見の概要 意見に対する帯広市の考え方

　(仮称）帯広市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例(素案)に対して、市民の皆様からご
意見を募集しました結果について、ご意見の概要と市の考え方は下記のとおりです。ご意見をお寄せいただきありがとうご
ざいました。
　寄せられたご意見等について検討した結果、(仮称）帯広市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例(素案)を次のとおり修正して策定することとしました。

　案　　件　　名

　募　集　期　間

　意見の件数
（意見提出者数）

修正 案を修正するもの １２件

既記載 既に案に盛り込んでいるもの ４件

参考 今後の参考とするもの ２１件

その他 意見として伺ったもの ７７件

３人

１人

１３人

３人

　意見の受け取り

持参

郵送

ファクス

電子メール

(仮称）帯広市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め
る条例(素案)

　平成２６年７月２８日（月）～　平成２６年８月２７日（水）

　　　　　　　　　　１１４件（　　２０人）

　意見の取り扱い
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 【意見等の内容】
件数市民の意見の概要 意見に対する帯広市の考え方

○
(子どもの権利)
　子どもの権利について、以下の条文を
追加してください。
　「本市に居住する小学校に就学してい
る児童であって、その保護者が労働また
は疾病等のために保育を必要とするもの
は、適切な遊びと生活の場を与えられ、
学童保育指導員のもとで、健全に発達す
る権利を有する。」

５件 　（前ページから続く）

○
(市の義務)
　市の義務について、以下の条文を追加
してください。
　「本市は、小学校に就学している児童で
あって、その保護者が労働又は疾病等
のため保育を必要とするものを、授業の
終了後及び土曜日、長期休業日に学童
保育において保育しなければならない。」

４件

○
（条例全般）
　全体にわたって児童の発達段階にふさ
わしい文化的な生活が保障されること、
職員に十分な研修が保障されること、児
童と保護者の意見や要求が大事にされ
るような条例を作っていただきたいと思い
ます。教育委員会との連携も必要と思い
ます。

１件 ○
【参考】
　本条例では、児童には「心身ともに健やかに育成されることを
保障」する、また、職員には「常に自己研鑽（さん）に励み、児童
の健全な育成を図るために必要な知識及び技能の修得、維持及
び向上に努める」、放課後児童健全育成事業者には「職員の資
質向上のための研修機会を確保」するよう求めています。
　なお、事業の実施にあたっては、対象が小学校に通う児童であ
ることから、教育委員会との連携も重要なことと捉えており、貴重
なご意見・ご提言として、参考とさせていただきます。

○

○

○

【参考】
　放課後健全育成事業の運営にあたっては、児童の人権に十分
配慮するとともに、一人ひとりの人格を尊重したうえで、児童の心
身に有害な影響を与える行為の禁止、さらには、利用者の国籍、
信条又は社会的身分により差別的取扱いをしてはいけないこと
などを条例で定め、児童の受け入れをするようにします。

(要支援児への対応)
　個別支援を必要とする児童への対応に
ついて、以下の条文を追加してください。
　「１．障害のある児童や、被虐待児童、
多文化、多言語家庭など、個別支援を必
要とする児童について、受け入れ体制を
整備する。」
　「２．受け入れ体制については、別途細
則で定める。」

５件

(条例の改廃)
　条例の改廃について、以下の条文を追
加してください。
　「本条例の改廃にあたっては事前に本
市の子ども・子育て会議に諮問し、その
結論を尊重するとともに、利用者と十分
協議をするものとする。」

４件
【参考】
　本市では、子ども・子育て会議に位置付けられた健康生活支援
審議会児童育成部会において、「帯広市子ども・子育て支援事業
計画」の策定、評価及び見直しに関することのほか、児童の健全
な育成に関して意見聴取、調査審議を行っており、本条例につい
ても、対象となっています。

○

○

○

(放課後児童健全育成事業者の職員の
一般的要件：省令第七条関係)
　「豊かな人間性と倫理観を備え、児童
福祉事業に熱意のある者であって、でき
る限り児童福祉事業の理論及び実際に
ついて訓練を受けた者」を「福祉事業に
携わる者として、訓練を受けた者」として
ください。

４件

【その他】

　利用者の支援に従事する職員には、放課後児童支援員だけで
なく、補助員も含まれています。
　補助員については、都道府県知事が行う研修の受講を要件と
はしていませんが、児童福祉事業の理論等の訓練を受けた者で
あることが望ましいことから、「できる限り児童福祉事業の理論及
び実際の訓練を受けたものでなければならない」としています。
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 【意見等の内容】
件数市民の意見の概要 意見に対する帯広市の考え方

○ 　高学年の受け入れは、広さも室内設備
の一人当たり生活面積を１．６５㎡以上に
すること。

１件

○ 　高学年を受け入れるのなら、施設の広
さが足りない。子どもが十分に遊べて生
活できる場をしっかり確保してほしい。

１件

○ 　支援の単位となる児童数を「おおむね４
０人以下」から「おおむね３０人以下とし、
当面の経過措置として３５人を認める」に
変更してください。

１件

○

９件
○

○

○

【その他】
　国の「放課後児童クラブガイドライン」や有識者で構成される
「放課後児童クラブの基準に関する専門委員会」の報告書では、
放課後児童健全育成事業における遊び及び生活の場としての機
能並びに静養するための機能を備えた場所について、専用の部
屋又はスペースを専用区画としており、本条例においても専用区
画としています。

○
【関係】
(設備の基準：省令第九条関係)
　「専用区画」ではなく「専用室」に変更し
てください。

○

○

○

○

○

５件
【その他】
　「放課後児童クラブの基準に関する専門委員会」において、「放
課後児童クラブを利用しない児童と共に遊びや生活の時間を過
ごすことは、児童の健全な育成を図る観点からむしろ望ましい場
合もある」との考えが示され、国の基準に反映されております。
　本市においても、この考えを参考に、基準を作成しております。

○

　事業に必要な専用室（専用区画）、設備
及び備品は、「利用者の支援に支障がな
い場合」でも、事業専用としてください。

○

　専用室（専用区画）の面積は、「台所、
便所、玄関などを除くものについて、児童
一人について１．６５㎡以上でなければな
らない」としてください。

４件
【その他】
　有識者で構成される「放課後児童クラブの基準に関する専門委
員会」において、「生活の場としての機能が十分に確保される場
所であって、放課後児童クラブの児童が事業の実施時間帯を通
じて専用で利用できる部屋又はスペース」について、「児童一人
当たりおおむね１．６５㎡以上とすることが適当」との考えが示さ
れ、国の基準に反映されております。
　本市においても、この考えを参考に、基準を作成しています。

　低学年１人当たり１．６５㎡以上とし、高
学年は新たな基準を設けてください。 ２件

【職員関係】
(職員：省令第十条関係)
　放課後児童支援員の数について、支援
の単位ごとに３人以上（１名加配）とし、そ
のうち２人を除き補助員の配置を可能と
してください。

５件
【その他】
　有識者などで構成される「放課後児童クラブの基準に関する専
門委員会」において、「児童の集団の規模はおおむね４０人まで
とすることが適当」、また、「支援の単位ごとに職員は２人以上、う
ち１人以上は有資格者」との考えが示され、国の基準に反映され
ております。
　本市におきましても、この考えを参考に、基準を作成しておりま
すが、現在の放課後児童クラブの中には４０人を超えるクラブが
あり、施設整備が必要となる場合もあることから、経過措置を設
けることを検討しております。

　高学年及び支援の必要な児童に係わるご意見については、本
市の子ども・子育て支援の推進にあたり参考とさせていただきま
す。　高学年を受け入れるのなら、人員を増

やすようにしてほしい。 ２件

　高学年に対応できる専任の職員を配置
してください。 ２件

　支援を必要とする子どもが増えている
ので、支援の状態や人数に応じて複数配
置してください。

５件

○

○

　非常勤職員（パート職員）も正職と同様
に社会保険を付けて、準職員として働け
るよう人材確保を早急に進めてください。

５件
【その他】
　本条例は、放課後児童健全育成事業を実施する上で、事業者
が守るべき最低限の設備及び運営に係る基準を定めるもので
す。
　基準に直接関係しないご意見ではありますが、本市の子ども・
子育て支援の推進にあたり参考とさせていただきます。

○
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 【意見等の内容】
件数市民の意見の概要 意見に対する帯広市の考え方

○ 　現在行っている保育より、設備、運営条
件などが後退しないようにしてください。

１件 ○
【参考】
　これまで放課後児童健全育成事業については、国の「ガイドラ
イン」に基づき実施しておりますが、本条例においても、現在の基
準を下げることなく策定しております。
　また、本条例の趣旨は、放課後児童健全育成事業について、
事業者が最低限守るべき設備及び運営の基準を定めるものであ
り、事業者は、常に向上するよう求められています。
　ご意見については、貴重なご意見・ご提言として、本市の子ど
も・子育て支援の推進にあたり参考とさせていただきます。

○ 　市民の意見を直接聞く機会を設けてそ
の声を活かした条例にしてください。条例
がほぼ決定したあとでの説明会では意味
がありません。

１件 ○
【参考】
　放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準につきまして
は、パブリックコメントのほか、有識者、事業者、市民代表などで
構成される帯広市健康生活支援審議会児童育成部会でご議論
いただきながら、検討を進めています。
　ご意見については、放課後児童健全育成事業者等が遵守すべ
き設備及び運営に関する基準に直接関係するものではありませ
んが、貴重なご意見・ご提言として、本市の子ども・子育て支援の
推進にあたり参考とさせていただきます。

○

○

○

○

○

○

○

【その他】
　「放課後児童クラブの基準に関する専門委員会」において、３時
間以上との考えが示され、国の基準に反映されております。ま
た、本市の小学校では授業時間が４時間授業から５時間授業ま
でとなっており、日によって下校時間が違います。
　これらを踏まえ、本市では、３時間以上を最低基準として定める
ことにしています。

　保育の質を確保するために、保育士、
幼稚園、小学校、中学校の教諭となる資
格に限定してください。

○

８件

４件
【修正】
　放課後児童支援員の要件については、保育の質を確保する観
点から、子どもの発達全般を観ることができる保育士、幼稚園、
小学校教諭となる資格を有する者に限定することを考えておりま
した。
　しかしながら、昨今、様々な子育て支援施策が展開される中、
今後、保育士等の確保が困難になる可能性があることから、ご
意見を踏まえ、支援員の要件に、中学校、高等学校の教諭資格
を有する者を追加します。
　なお、今回の基準制定に伴い、現在従事している方に不利益
が生じないよう、経過措置を設ける予定です。

　支援員の確保、特別支援等の観点か
ら、放課後児童支援員の資格要件に、保
育士の資格を有する者、幼稚園、小学校
の教諭となる資格を有する者のほか、以
下の資格を有する者を追加してください。
・　中学校、高等学校、養護教諭となる資
格を有する者

【その他】
（開所時間及び日数：省令第十八条関
係）
　小学校の授業の休業日の開所時間を１
日１０時間以上（＋２時間）としてくださ
い。

４件
【その他】
　「放課後児童クラブの基準に関する専門委員会」において、８時
間以上との考えが示され、国の基準に反映されております。
　就学前児童の原則的な保育時間などを踏まえ、８時間以上を
最低基準として定めることにしています。

○

　開所日数を１年につき２９０日以上（＋４
０日）としてください。

４件
【既記載】
　「放課後児童クラブの基準に関する専門委員会」において、「平
日の授業日に学校の長期休業日を加えた年間２５０日以上」との
考えが示され、国の基準に反映されております。
　本市としては、保護者の勤務実態も踏まえ、土曜日の開所を含
め、「年間２９０日以上」とするものです。

　小学校の授業の休業日以外の開所時
間を６時間以上（＋３時間）としてくださ
い。

４件
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 【意見等の内容】
件数市民の意見の概要 意見に対する帯広市の考え方

○ 　私は帯広のまちで子どもたちが笑顔で
育ってほしいという思いを強く持っていま
す。保育所、学童保育所は子どもが育つ
大事な施設の一つであり、人生最初にこ
そ手厚くお金がかけられるべきと考えま
す。自然とふれ合って質のいいあそび文
化があふれる中で人間らしい関係を学び
合って将来も帯広で暮らしたいと考える
子ども達が育ってほしいです。

１件 ○
【参考】
　本市では、これまでも、平成２２年に策定したおびひろこども未
来プランの基本理念である「子どもたちが夢と希望にあふれ　健
やかに育つまち　おびひろ」の実現を目指して、様々な取り組み
を進めてきております。
　来年４月からは、国の子ども・子育て支援新制度が施行されま
すが、本市におきましても、引き続き、誰もが安心して子どもを生
み、楽しく子育てをすることができる環境づくりを進めてまいりた
いと考えています。
　ご意見については、基準に直接関係するものではありません
が、貴重なご意見・ご提言として、本市の子ども・子育て支援の推
進にあたり参考とさせていただきます。

○ 　学童保育の利用対象が小学３年生まで
から小学６年生までに拡大されるとして
いるが、いつからどのように開始されるの
か、不明確である。利用者を平等に取り
扱う観点からも定員に余裕のある事業所
から始めることなどは考えるべきではな
い。帯広市は実施計画を速やかに明らか
にするとともに、平等に事業が遂行する
よう、有効な方策を立てるべきである。

１件 ○
【参考】
　ご意見については、放課後児童健全育成事業者が遵守すべき
設備及び運営に関する基準に直接関係するものではありません
が、貴重なご意見・ご提言として、本市の子ども・子育て支援の推
進にあたり参考とさせていただきます。

○ 　新たな分室の開設を望みます。 １件

○ 　高学年用に施設を作るのなら、近隣の
理解を得た上で開所してほしい。

１件

 【案件の最終案】

　　　別紙のとおり

○ 　高学年を受け入れるにあたり、現施設
では狭いため、プール跡地を利用して専
用の施設を作ってほしい。

５件
【参考】
　ご意見については、放課後児童健全育成事業者が遵守すべき
設備及び運営に関する基準に直接関係するものではありません
が、貴重なご意見・ご提言として、本市の子ども・子育て支援の推
進にあたり参考とさせていただきます。

○
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